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れた。著者のマテウッチは 1993 年に美学（Estetica）で Ph.D. を取得し、ボローニャ大学の教授
として哲学、人間学、倫理学、美学に関する論文を多く残している。本書の全体は 136 頁であり、


















































（das esse （einer Substanz））」 を、「意味を受け持つ
ものの不確かな地平の作用
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とつの謎である。生は謎のままであるが、人間はそのなかに現われ（Auftreten）、それを描写す
る（Darstellen）（S.66）。著者は、Auftreten と Darstellen を「見ること（Sehen）」と関係づける。
Auftreten と Darstellen は画家自身の描写し上演する行為と関係する。つまりその二つの言葉は「再
帰的（reflexiv）」に使用されており、自己を見せ、自己を展示する行為（den Akt des sich zur 
Schau Stellens, des sich Ausstellens）（S.67）を示している。著者によると、人に見せるために描写
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行われる（S.133）。美の解釈は「多元化する理解を反省する態度」（S.133）
によってなされるべきである。複数の理解それぞれが比較されるべき対象である。美は「異質な
ものの混合（die heterogene Mischung）」（S.134）によって価値づけられる。
結語
本書では十分に説明されていない問題も幾つかある。本書の特徴は、心理学の対象を拡大する
ことによって人間における他者理解と自己理解を必然化し、それによって美が解釈されていく行
為を正当化する点にある。最後にガダマーのディルタイ批判が取り上げられたように、著者はガ
ダマーのディルタイ批判を再批判することで、アイステーシスが解釈されていく可能性を論じ、
「異質なものの混合（die heterogene Mischung）」によって発展していくものをディルタイの美学
として提示している。「心理学（Psychologie）」という言葉と同様に「反省（Reflexion）」という
言葉も著者独自の使用方法である。自己の内部で行っている反省は同時に自己の外へ向かう反省
でもある。自己のなかで生産された作品は、つねにそれを観るものとともにあり、その二つがと
4
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美学的反省と呼ばれる。本書では、ディルタイ解釈の明快な縮図が提示され、またそれに基
づく独創的な考え方が展開されるあまり、「心理学（Psychologie）」、「反省（Reflexion）」という
言葉のイメージは読者の考えるものとはかなりかけはなれたものとなっている。その不可解さは、
ディルタイ自身の個人的な執着とも深くかかわっている。なぜ人間学的な次元で展開される彼の
思想は、あえて「心理学（Psychologie）」として提示されたのだろうか。事実ディルタイはこの
ような心理学を発表したことで、当時の実験心理学者から強い批判を受けた。しかし著者は、心
理学と人間学が融合することから新しい思想が結実することを示そうとしている。本書で著者は、
そのようなディルタイの心理学の繊細な特徴を真正面から捉える。
本書は、美が個人にとどまらず人間全体の自己理解を可能にしていく必然性をあえて「心理学
（Psychologie）」という言葉で考察する。ディルタイにおいてもマテウッチにおいても、その不可
解さは残される。本書は芸術作品を通して「人間とは何か」という問いを意識化させ、人間の自
己理解の問題を提起しようとした。「心理学（Psychologie）」という言葉が用いられるのはそれゆ
えであり、それが不可解だと感じられるのは読者イメージする「自己理解」の対象があまりにも
狭いからであろう。
 （いりえゆか　現代思想文化学・博士後期課程）
